
前売り券 2,500円◆

お問い合せ先 市嶋昌子　TEL 090‐1406‐8337
　　　　　Mail  masako-i@pk9.so-net.ne.jp

4月1日（水）より
チケット取り扱い

チケット販売開始日

西永寺　TEL 025‐372‐4231
新潟市南区白根3174

日野憲一　TEL 090‐2400‐4945※前売券が完売の場合、当日券の販売はありません。
※未就学児のご入場はご遠慮ください。
※収益金の一部を更生保護施設等に寄付いたします。

全席自由

主唱　法務省　第76回“社会を明るくする運動”

小杉真二
南雲竜太郎

＊ 都合により、プロブラムなどが変更になる場合がございます。予めご了承ください。

モーツァルト作曲 … ２台のピアノのためのソナタ ニ長調 K.448
ショパン作曲 ………………………… 雨だれのプレリュード  ほか

2026年7 11 15：００開演
（14：３０開場）月 日

白根学習館 ラスペックホール
新潟市南区田中383番地　TEL.025-372-5533

ヨーロッパ名曲紀行

（当日券3,000円）

主催：新潟西蒲・南地区保護司会
後援：新潟南更生保護女性会・西蒲更生保護女性会・西蒲BBS会

新潟西蒲・南地区協力事業主会・新潟市・弥彦村　

更生保護施設支援チャリティーコンサート

小杉真二&南雲竜太郎
ピアノコンサート
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新潟県出身。
国立音楽大学に入学し、故児玉邦夫氏に師事。
学内で選ばれ、故H・ピュイグ＝ロジェ氏のレッスンも受ける。
その頃、太田戸紫子氏のレッスンも受ける。
３年生の時に、クラウディオ・ソアレス氏と出会い、氏の勧めで
大阪芸術大学に編入学し、同大学を首席で卒業。学長賞を受
賞。読売新人演奏会に出演。
その後、東京で故ジュリア・ガネヴァ、故コンスタンティン・ガネ
フの両氏に師事。
飯塚新人音楽コンクール第１位、国際ピアノデュオコンクールグラ
ンプリ、PTNAヤングピアニストコンペティション金賞、マルサラ
国際ピアノコンクール（イタリア）入賞ほか、数々のコンクールに
おいて上位入賞。
在学中より現在に至るまで、各地でのリサイタル、東京交響楽団
をはじめとするオーケストラとの共演、ゲーデ・トリオ、ベルリン・
フィル八重奏団等との室内楽の共演などのコンサート活動を行っ
ている。また2012年より南雲竜太郎氏とのピアノデュオのコンサ
ートも各地で行っている。
現在は千葉県船橋市に拠点を置き、コンサート活動の傍らで、
船橋市と新潟市において後進の指導にあたっている。

東京都出身。
大阪芸術大学卒業、同専攻科修了。
東京芸術大学大学院修士課程修了。
夏原恵南、故ゼンプレーニ・コロネル、クラウディオ・ソアレス、
故横井和子、渡邊健二の各氏に師事。
大学在学中より国内の数々のコンクールで第一位入賞。
1991年、浜松国際ピアノコンクールで入賞。
以降、全国各地でリサイタルを行うほか、大阪センチュリー交響
楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、日本フィルハーモニー交
響楽団等のオーケストラとの共演や、アルブレヒト・マイヤー（ベ
ルリン・フィル首席オーボエ奏者）、デイル・クレヴェンジャー（シ
カゴ響首席ホルン奏者）、マーク・ゴトーニ（ヴァイオリン）、アル
ブレヒト・ブロイニンガー（ヴァイオリン）、コンラディン・グロート（元
ベルリン・フィル首席トランペット奏者）の各氏との共演等、室内
楽の演奏も行う。
NHK-FM「名曲コンサート」「名曲リサイタル」に出演。
また、2012年より小杉真二氏とのピアノデュオのコンサートも各地
で行う。
洗足学園音楽大学、昭和音楽大学講師を経て、現在各地でコ
ンサート活動を行う傍ら、後進の指導にあたっている。

主唱　法務省　第76回“社会を明るくする運動”

更生保護施設支援チャリティーコンサート

小杉真二&南雲竜太郎
ピアノコンサート
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案内図

ヨーロッパ名曲紀行

“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、
犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの
更生について理解を深め、
それぞれの立場で力を合わせ、
犯罪や非行のない
安全で安心な地域社会を
築くための全国的な運動です。

7月は“社会を明るくする運動”
強調月間・再犯防止啓発月間です


